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　「うちこ和スイーツコンテスト」（内子町青年農業者協議会
主催、酒井優

ゆ う き

覚会長）が11月28日、内子自治センターで
開かれました。専門学生や大洲農業高校の生徒などが、
内子町の栗と柿を素材にしたスイーツ８点を出品。審査
員が、食材の味が生かされているかなど 10 項目で審査
しました。グランプリには愛媛調理製菓専門学校の千

ち ば

羽
美
み ほ し

星さんが作った「栗ほうじ茶プリン」が選ばれました。

果樹王国・内子をスイーツでＰＲ
「うちこ和スイーツコンテスト」を開催

　手すき和紙の魅力を伝える「和紙創作展」（界隈づく
り委員会主催、大森陸

り く お

雄会長）は 12 月５・６の両日、
㈱天神産紙工場で開かれました。創作展には折紙工房千
鶴や㈱五十崎社中、自然派工房なるたなどから、オブ
ジェやアクセサリーなど約 100 種類の作品が出展されま
した。６日には大森会長が手作りした和紙楽器の演奏会
もあり、多くの来場者でにぎわっていました。

和紙のぬくもりと魅力を伝えたい――
天神産紙工場で和紙創作品の展示会

和スイーツコンテストの関係者の皆さん

和紙で作った楽器の魅力を語る大森会長（右）

さまざまな立場の人が登壇し、ＳＤＧｓについて語った

  ９月に国連が採択した「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」
を私たちの住む町から考える「ローカルＳＤＧｓ in 内子」
が 11 月 21 日、内子自治センターで開かれました。ＳＤ
Ｇｓは開発途上国のみならず先進国も対象とする地球規
模の目標。環境省やＮＧＯ（非政府組織）、地域住民などが
参加し、ＳＤＧｓの 17 の目標が地域課題とどう関わり、
どのような意義を持つかなどについて話し合いました。

地球規模の目標Ｓ
エ ス デ ィ ー ジ ー ズ

ＤＧｓから
持続可能な地域を考えよう

1_ ４人以内のチームで参加する耐久レース。仲間の声
援を受けて、さらに周回数を増やす選手　2_自転車を
持ち上げて、連続する立て板を跳び越える選手。67人
が参加したカテゴリー３の部門は見応え十分だった

　小田地域の冬を彩るイルミネーションをみんなで楽し
もうと「スバルクリスマスコンサート」が 12 月 19 日、
文化交流センタースバルで行われました。ガラス越しに
イルミネーションが見えるエントランスホールを舞台
に、地元で活動するアマチュアバンド４組が出演。クリ
スマスソングを中心に約 20 曲が演奏され、大人も子ど
もも一緒になって盛り上がっていました。

きらめくイルミネーションに包まれて

音楽と交流を楽しむコンサート

小水力発電が地域づくりにつながったと話す中島さん

クリスマス気分が盛り上がる会場の様子

自然エネルギーを地域づくりのきっかけに

先進事例に学ぶ「第12回内子発環境会議」

　「第 12 回内子発環境会議」（同実行委員会主催）は 12
月 13 日、町民会館で開かれました。今回は全国小水力
利用推進協議会事務局長の中島大

まさる

さんを講師に招き、自
然エネルギーを地域で生かす方法を学びました。徳島県
佐那河内村の「みつばちソーラー発電所」や岐阜県郡上
市の小水力発電による農村の維持などを例に、住民が主
導する地域づくりの意義を考えました。

小田川に鳴り響くカウベルの音と声援

「第３回小田川シクロクロス in 内子」

　内子町最大の自転車イベント「第３回小田川シクロク
ロス in 内子」（同実行委員会主催、尾崎浩

こ う じ

二実行委員長）
は 12 月 13 日、小田川河川敷で開かれました。
　シクロクロスは未舗装の悪路で行う自転車競技で、一
定時間内にコースを何周できるかを競います。内子大会
のコースは役場本庁前の小田川河川敷が舞台。１周約１．
５キロのコースには、階段や連続立て板などの障害物が
あり、選手は自転車を担いで走らなければなりません。
競技は年齢や性別、熟達度などで分けられた８部門で行
われ、延べ 189 人が参加しました。前回から始まった耐
久レースには 24 チーム 65 人が参加、内子町からは内子
郵便局チームや商工会建設部会などが出走して大会を盛
り上げていました。
　シクロクロスの応援には、カウベルという鐘のような
ものが使われます。会場ではカランカランというカウベ
ルの乾いた音と大きな声援が鳴り響き、汗と泥にまみれ
た選手たちの走りを後押ししていました。
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内子町の伝統芸能が一堂に集結

「第４回内子町伝統芸能まつり」

　伝統芸能を未来に保存・継承しようと「第４回内子町
伝統芸能まつり」（内子町伝統文化継承団体連絡会他主催）
が12月13日、文化交流センタースバルで開かました。
　伊予万歳や獅子舞など、町内の７団体が出演。特別出
演では、小田幼稚園の「獅子とおやじとさるの舞」、茂山狂
言クラブの「しびり」と「口真似」が披露されました。伝統芸
能を守る人々の姿に、大きな拍手が送られていました。 小田幼稚園の園児16人がかわいい舞を披露


